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を可決！
対前年度比1.0％増 予算議会

３月定例会

歳入合計
84億8360万円

地方交付税
44.8%
37億9800万

②分担金及び負担金
　0.9%　7441万

⑤諸収入1.1%　8981万円

③使用料及び手数料
　1.0%　8771万円

町債
15.8%
13億4030万円

国庫支出金
6.5%　5億5501万円

県支出金
5.4%　4億5937万円

●自主財源科目（青色部）
　①町税
　②分担金及び負担金 
　③使用料及び手数料 
　④繰入金
　⑤諸収入
　⑥繰越金
　⑦その他の一部
＊自主財源比率：22.9%
＊依存財源比率：77.1%

①町税　16.2%
　13億7725万円

地方消費税交付金
3.1%　2億6300万円

⑥繰越金
　1.6%　1億3539万円

④繰入金　2.0%　1億6901万円

地方譲与税　1.0%　8240万円

⑦その他　0.6%　5189万円

歳出合計
84億8360万円

民生費　25.9%
21億9318万円

総務費　18.5%
15億6623万円

衛生費　9.7%
８億2457万円

公債費　13.6%
11億5444万円

教育費　12.3%
10億4495万円

※グラフ中の％は構成比を表す。       
※数値は端数を処理してあるため、合計が一致しない場合があります。 

土木費　9.1%
7億7291万円

農林水産業費
3.2%　2億7182万円

消防費
1.6%　1億3689万円

商工費
1.1%　9403万円

予備費
0.1%　1000万円

労働費
0.3%　2970万円

議会費
0.8%　7152万円

諸支出金
3.7%　3億1231万円

（特別会計を含む）

93万円
借金/人

地方債残高見込み

45万円
貯金/人

基金残高見込み

平成28年4月1日現在
人口13,016人

災害復旧費　100万円
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84億8360万円
平成28年度一般会計

～住みよいまち、
住みたくなる町を目指して～

　平成28年身延町議会３月定例会は、３月３日から１５日までの１３日間の会期で開かれました。
　今議会では、平成２８年度一般会計及び特別会計当初予算を初め、条例の制定及び一部改正、平成27年度一般会計および
特別会計補正予算が提案され、出席者全員賛成または賛成多数により可決されました。
　一般質問は、４日に３人の議員が登壇し、下部温泉郷の復活、道の駅しもべの今後の集客への対策、国民健康保険についてな
ど、多岐にわたり活発な質問を展開し、町当局の考えを問い質しました。

●２8年度一般会計の主な事業
＊子育て支援対策費　　　　　

　・第２子以降の保育料の無料化	 １３７０万円

　・小中学生の給食費の補助	 １６９８万円

＊まち・ひと・しごと創生事業費	 １億２０４６万円

＊バス運行対策費	 ８１３７万円

＊中学校スクールバス運転業務委託料	 ８４８３万円

＊小学校スクールバス４台購入費	 ３２４０万円

身延町総合戦略関係予算

会　　計　　区　　分 平成28年度予算額 増減率
一　　般　　会　　計 ８４億８３６０万円 1.0

特
別
会
計

国民健康保険 ２１億８７４４万円 ▲　0.8
後期高齢者医療 　４億８８０６万円 5.0
介護保険 ２３億８１１４万円 5.3
介護サービス事業 ７９５万円 14.5
簡易水道事業 １０億２４２６万円 3.5
農業集落排水事業 ３２２３万円 17.6
下水道事業 ４億３１１７万円 ▲　7.1
下部奥の湯温泉事業 １００８万円 96.2
その他12財産区特別会計 ４09万円 ▲　7.6

（千円以下切捨て） （前年度比）

1億6147万円

宅地分譲の促進や
新築祝金等
3051万円

英語教育の充実や
タブレット貸与等
4754万円

悪質電話被害対策や
AED設置等
796万円

あけぼの大豆振興や
インバウンド観光等
6038万円
（H２７繰越含）

地域おこし協力隊の
採用等
1508万円
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●
地
方
債
残
高
減
少

　

本
町
の
財
政
運
営
に
お
い
て

地
方
債
残
高
の
抑
制
は
不
可
欠

で
あ
り
、地
方
債
の
発
行
に
は

財
政
措
置
の
有
利
な
起
債
の
選

択
等
に
十
分
配
慮
し
て
い
く
。

●
28
年
度
一
般
会
計
予
算

　

本
町
の
一
般
財
源
の
主
な
も

の
は
、町
税
の
13
億
７
７
２
５
万

９
千
円
で
あ
り
、地
方
交
付
税

総
額
は
、地
方
交
付
税
と
臨

時
財
政
対
策
債
を
合
算
し
た

40
億
９
８
０
０
万
円
で
歳
入
全

体
の
48・３
％
を
占
め
、自
主
財

源
で
あ
る
町
税
が
16
・２
％
で

あ
る
こ
と
か
ら
、国
へ
の
財
源

依
存
度
の
高
さ
を
再
認
識
し

た
。

●
バ
ス
運
行
対
策
費

　

町
民
の
移
動
手
段
確
保
の

た
め
、８
１
３
７
万
３
千
円
を

計
上
し
た
が
、町
内
交
通
網
を

見
直
し
、利
便
性
の
向
上
を
図

る
。

●
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
・

創
生
事
業
費

　

身
延
町
総
合
戦
略
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
、子
育
て
支

援
、定
住
促
進
な
ど
の
実
施
の

た
め
に
１
億
２
０
４
６
万
２
千

円
を
計
上
し
た
。

●
総
合
戦
略
関
係
事
業

　

５
つ
の
基
本
目
標
の「
身
延

町
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」が
決
定
さ
れ
、こ
の
戦

略
及
び
プ
ラ
ン
に
計
上
し
た
事

業
に
つ
い
て
、基
本
目
標
実
現

に
向
け
て
積
極
的
に
展
開
し
て

い
く
。

※
総
合
戦
略
関
係
の
主
な
事

業
に
つ
い
て
は
、各
戸
配
布

の
お
知
ら
せ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

●
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

　

町
内
で
使
わ
れ
た
金
額
は

１
億
１
７
８
０
万
円
と
な
り
、

事
業
の
目
的
の
地
域
消
費
喚

起
に
大
き
く
貢
献
し
た
も
の
と

考
え
て
い
る
。

●
人
事
評
価
制
度

　
「
客
観
性
、透
明
性
の
高
い

人
事
評
価
制
度
」が
法
律
上
の

制
度
と
し
て
導
入
さ
れ
28
年
４

月
か
ら
実
施
す
る
。地
方
分
権

が
進
展
す
る
中
、個
々
の
職
員

に
は
困
難
な
課
題
を
解
決
す

る
能
力
や
、高
い
業
績
を
挙
げ

る
こ
と
が
従
来
以
上
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。

●
28
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計

　

本
町
の
一
人
当
た
り
医
療
費

は
県
下
第
２
位
と
高
く
、ま
た

加
入
者
の
保
険
税
率
も
県
下
で

高
い
位
置
に
あ
る
が
、健
診
率

の
向
上
、生
活
習
慣
病
予
防
に

重
点
を
お
き
、医
療
費
抑
制
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

●
中
学
校
の
閉
校
、開
校

　

地
域
の
教
育
と
文
化
の
中

心
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
中

学
校
が
閉
校
に
な
る
こ
と
は
寂

し
い
思
い
だ
が
、社
会
情
勢
の

変
化
へ
の
対
応
、教
育
環
境
の

充
実
、義
務
教
育
の
推
進
を
目

的
に
、適
正
規
模
等
を
考
え
た

上
で
の
統
合
で
あ
る
。

●
結
び
に

　

町
づ
く
り
は
、行
政
と
町
民

の
皆
様
が
、そ
れ
ぞ
れ
役
割
と

責
任
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、町
民
の
皆
さ
ん
が

住
み
た
く
な
る
町
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

町長行政報告
望
月
仁
司 

町
長

ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

　
　

目
標
実
現
に
向
け
積
極
的
に
展
開
す
る

【
他
に
話
さ
れ
た
こ
と
】

＊
27
年
度
一
般
会
計
、特
別

会
計
補
正
予
算

＊
地
域
基
盤
整
備
事
業

＊
な
か
と
み
青
少
年
自
然
の

里
閉
館

＊
第
四
次
行
政
改
革
大
綱

＊
個
人
番
号
交
付
等
事
務

＊
28
年
成
人
式

＊
中
部
横
断
自
動
車
道
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
名
称
決
定

＊
下
水
道
の
加
入
状
況
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●
学
校
教
育
28
年
度
主
要
施
策

児
童
生
徒
の
教
育
環
境

の
充
実
及
び
教
育
費
の
保

護
者
負
担
額
の
軽
減
を
図

り
、子
育
て
世
帯
の
支
援
策

と
し
て
、新
た
に
導
入
す
る

７
つ
の
施
策
。

①
入
学
時
に
準
備
す
る
学
習

用
品
や
体
育
着
等
の
購
入

費
用
と
し
て
小
学
校
入
学

時
に
３
万
円
、中
学
校
入
学

時
に
６
万
円
を
支
給
す
る
。

②
学
校
給
食
の
食
材
料
費
保

護
者
負
担
分
を
軽
減
し
、小

学
生
を
１
２
０
円
に
、中
学

生
を
１
５
０
円
に
す
る
。

③
小
学
校
修
学
旅
行
の
補
助

を
限
度
額
２
万
５
千
円
に

増
額
す
る
。

④
補
助
教
材
費
の
保
護
者
負

担
の
軽
減
と
し
て
年
額
で
小

学
生
６
千
円
、中
学
生
１
万

円
を
補
助
す
る
。

⑤
中
学
校
の
生
徒・教
師
一
人
ひ

と
り
に
１
台
ず
つ
タ
ブ
レ
ッ

ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
貸
与
す

る
。

⑥
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

を
中
学
校
に
２
人
配
置
し
、

外
国
語
教
育
の
充
実
を
図

る
。

⑦
学
校
を
災
害
発
生
時
の
避

難
所
と
し
て
、児
童
生
徒
や

避
難
者
が
使
用
す
る
災
害

対
策
備
品
類
を
整
備
す
る
。

●
小
中
学
校
の
統
合

　

４
月
８
日
に
は
新
身
延
中
学

校
が
開
校
す
る
。

　

小
学
校
は
現
在
７
校
あ
る

小
学
校
を
３
校
に
統
合
す
る
準

備
を
進
め
て
お
り
、統
合
準
備

委
員
会
を
設
置
し
、協
議
検
討

を
開
始
し
て
い
る
。

●
複
式
学
級
の
解
消

　

可
能
な
限
り
町
単
独
負
担

教
諭
を
配
置
し
、７
つ
の
複
式

学
級
の
解
消
に
努
め
る
。

●
学
校
施
設
・
設
備
環
境
の

充
実

　

老
朽
化
の
進
ん
だ
施
設・設

備
は
、特
に
統
合
後
に
使
用
す

る
校
舎
を
中
心
に
修
繕
等
を

実
施
す
る
。

●
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の

配
置
及
び
特
別
支
援
学
級

の
配
置

　
「
困
り
感
」の
あ
る
児
童
生

徒
の
学
習
や
生
活
を
支
援
す

る
た
め
、全
校
に
支
援
員
を
配

置
す
る
。特
別
支
援
学
級
は
障

害
の
区
分
及
び
程
度
に
応
じ
、

小
学
校
に
３
学
級
、中
学
校
に

２
学
級
を
開
設
す
る
。

●
生
涯
学
習
28
年
度
主
要
施

策

　
「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」に
基
づ
き
、次
の
４
つ

の
事
業
を
展
開
す
る

①
西
嶋
和
紙
、和
紙
の
里
の
活

用
推
進
を
図
る
。

②
人
材
育
成
講
座「（
仮
称
）Ｗ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
大
学
」を

開
催
し
、人
材
育
成
を
支
援

す
る
。

③
大
学
講
座
と
の
連
携
に
よ

り
、講
座
等
を
開
催
す
る
。

④
社
会
教
育・社
会
体
育
施
設

へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
配
備

　

な
お
、生
涯
に
わ
た
り
学
習

し
て
い
く
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、学
習
活
動
の
支
援
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
、文
化

芸
術
の
振
興
と
文
化
財
の
保

護
、青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

教育委員会の教育方針
鈴
木
高
吉 

教
育
長

児
童
生
徒
の
教
育
環
境
の
充
実
と

　
　

教
育
費
の
保
護
者
負
担
額
の
軽
減

【
他
に
話
さ
れ
た
こ
と
】

＊
教
育
振
興
プ
ラ
ン

＊
身
延
中
学
校
出
前
授
業

＊
身
延
高
校
の
中
高
連
携
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問

答

問　

昭
和
初
期
に
は「
薬
湯
」と

し
て
、飲
み
湯
番
付
の
東
の
横

綱
に
支
持
さ
れ
て
お
り
、県
か

ら「
売
薬
免
許
証
」を
受
け
て

い
た
下
部
温
泉
の「
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
オ
ー
タ
ー
」
を
下
部
の
活

性
化
、地
方
創
生
に
つ
な
げ
る

こ
と
は
。

観
光
課
長　

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
グ
ッ
ズ
な
ど
に
使
用
し
て

き
た
が
、下
部
の
資
源
の
一つ

で
も
あ
り
、今
後
は
地
方
創
生

で
魅
力
ア
ッ
プ
の
材
料
と
し

て
新
た
な
活
用
方
法
を
検
討

す
る
。

問　

町
長
が
主
張
し
て
い
る「
下

田
原・市
之
瀬
道
路
」は
、下
部

温
泉
郷
へ
の
誘
客
を
阻
害
す

る
も
の
と
考
え
る
が
、町
長
の

考
え
は
。

町
長　

中
部
横
断
道
の
イ
ン

タ
ー
は
、身
延
山
・
下
部
温
泉

早
川
・
中
富
の
３
か
所
あ
り
、

下
部
温
泉
へ
は
、下
部
温
泉
早

川
Ｉ
Ｃ
を
利
用
さ
れ
る
と
思

う
の
で
、阻
害
す
る
と
は
考
え

て
い
な
い
。

問　

３
０
０
号
線
が
改
良
さ
れ

れ
ば
、本
栖
湖
方
面
か
ら
下
部

へ
の
入
客
も
増
加
す
る
と
思

わ
れ
る
が
、こ
の
道
路
を
利
用

す
る
人
が
、中
富
Ｉ
Ｃ
や
52
号

線
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
が
。

町
長　

こ
の
道
路
に
つ
い
て
は

議
会
で
請
願
を
採
択
し
た
も

の
で
、理
解
し
て
ほ
し
い
。

意
見　

請
願
書
を
出
し
た
メ
ン

バ
ー
に
は
、町
の
指
名
業
者
や

県
職
の
Ｏ
Ｂ
が
数
人
含
ま
れ

て
お
り
、町
長
の
後
援
者
の
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
と
み
ら
れ
て

い
る
。し
か
し
、私
の
主
張
を

認
め
て
く
れ
て
、請
願
書
に
名

を
連
ね
た
こ
と
を
後
悔
し
て

い
る
人
も
い
る
こ
と
を
つ
た

え
て
お
く
。

問　

現
在
、下
部
温
泉
へ
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
実
数
調

査
を
し
て
い
る
か
。

観
光
課
長　

本
年
度
、町
内
各

施
設
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

し
た
が
、身
延
町
全
体
で
、９

月
６
９
８
人
、10
月
６
３
４

人
、11
月
２
５
１
人
だ
っ
た
。

下
部
温
泉
で
は
、２
施
設
で

９
月
５
０
６
人
、10
月
５
０
７

人
，11
月
１
４
４
人
だ
っ
た
。

地
域
的
に
は
中
国
が
最
も
多

く
、全
体
の
６７
％
だ
っ
た
。今

後
も
、調
査
を
継
続
し
て
い

く
。

問　

英
語・中
国
語・韓
国
語
の
三

カ
国
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

ど
う
い
う
場
所
に
置
い
て
配

布
し
て
い
る
か
。

観
光
課
長　

町
内
の
観
光
施
設
、

ホ
テ
ル
・
旅
館
、都
内
の
集
客

施
設
や
フ
ァ
ミ
レ
ス
な
ど
に
置

い
て
い
る
。

問　

地
方
創
生
で
、役
場
若
手
職

員
が
下
部
温
泉
に
つ
い
て
調

査
し
て
提
案
し
て
い
る
が
、ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
は
含
ま
れ

て
い
る
か
。

政
策
室
長　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

に
は
入
っ
て
い
な
い
が
、全
部

で
46
項
目
の
提
案
が
あ
り
、下

部
温
泉
に
つ
い
て
は
６
項
目

の
提
案
が
あ
っ
た
。「
駅
構
内

の
清
掃
が
不
十
分
」、「
ホ
ー

ム
に
足
湯
を
」、「
外
国
人
に

特
化
し
た
宿
泊
施
設
を
」
、

「
温
泉
会
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
」な
ど
だ
っ
た
。

問　

地
方
創
生
で「
下
部
温
泉

郷
」の
大
看
板
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
７
０
０
万
円
を
予
算
化

し
て
い
る
。看
板
よ
り
も
温
泉

案
内
所
の
充
実
な
ど
を
検
討

し
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
良
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
が
、地
元

か
ら
の
要
請
は
あ
っ
た
の
か
。

副
町
長　

地
元
や
地
元
議
員
か

ら
の
要
請
は
あ
っ
た
。

地
方
創
生
総
合
戦
略
で
も 

新
た
な
活
用
方
法
を
検
討
し
て
い
く

「
薬
湯（
く
す
り
ゆ
）」で
下
部
温
泉
の
活
性
化
が
で
き
な
い
か

下部温泉郷活性化

ここが聞きたい！
一 般 質 問

芦澤　健拓 議員一 般 質 問

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客

若
手
職
員
か
ら
の
提
案

「下部温泉郷」の大看板

飲み湯番付（昭和７年）

【
そ
の
他
の
質
問
】

１
．子
ど
も
の
貧
困
と
奨
学

金
創
設
は

２
．第
２
子
以
降
の
保
育
料

無
料
化
に
つ
い
て
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一 般 質 問

問

問　

道
の
駅
し
も
べ
の
集
客
数

と
収
入
額
は
。

産
業
課
副
主
幹　

平
成
22
年
の

　

５
万
３
５
４
７
人
、７
６
２
１
万

　

６
５
７
４
円
を
ピ
ー
ク
に
、平
成

　

26
年
に
は
３
万
６
５
８
９
人

　

の
集
客
、５
２
８
０
万
８
６
２
１

　

円
の
収
入
額
と
、年
々
集
客

数
、収
入
額
共
に
減
少
し
て
い

る
。

問　

集
客
と
収
入
額
の
減
少
の

原
因
は
何
か
。

産
業
課
副
主
幹　

国
道
３
０
０

号
線
の
交
通
量
の
減
少
が
大

き
な
原
因
と
考
え
る
。

問　

地
元
生
産
者
の
高
齢
化
に

よ
る
生
産
物
の
減
少
や
、道
の

駅
し
も
べ
の
活
性
化
へ
の
改

善
に
向
け
た
対
応
、経
営
面
で

の
不
備
も
原
因
で
は
な
い
の

か
。

産
業
課
副
主
幹　

そ
の
点
は
承

知
し
て
い
る
。今
後
、指
定
管

理
者
で
あ
る
農
事
組
合
法
人

「
下
部
特
産
物
食
品
加
工
組

合
」と
協
議
を
進
め
、善
処
し

て
い
き
た
い
。

問　

町
の
観
光
と
地
域
活
性
化

の
拠
点
施
設
と
思
う
が
、今

後
の
町
の
対
応
は
。

産
業
課
副
主
幹　

道
の
駅
し
も

べ
の
利
用
を
重
要
な
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。

　

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

設
置
か
ら
20
年
が
経
過
し

た
施
設
の
状
況
は
。

産
業
課
副
主
幹　

全
体
的
に
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
。特
に
ホ

タ
ル
ド
ー
ム
は
、展
示
物
の
老

朽
化
と
雨
漏
り
に
よ
り
現
在

閉
鎖
し
て
い
る
。

問　

ホ
タ
ル
ド
ー
ム
の
活
用
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
課
副
主
幹　

施
設
全
体
の

最
善
の
活
用
方
法
を
、今
後

組
合
と
協
議
を
進
め
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問　

道
の
駅
し
も
べ
に
近
接
す

る
丸
畑
地
区
は
、木
喰
上
人

の
生
誕
の
地
で
あ
り
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
の
場
所
で
あ
る
。全

国
に
誇
れ
る
こ
の
観
光
地
を

前
面
に
出
し
、集
客
に
繋
げ
る

考
え
は
。

副
町
長　

中
部
横
断
道
の
開
通

と
国
道
３
０
０
号
線
の
改
修

後
は
、交
通
量
が
格
段
に
増

加
す
る
と
期
待
し
て
い
る
。道

の
駅
し
も
べ
の
活
性
化
に
合

わ
せ
、微
笑
館
と
の
コ
ラ
ボ
で

売
り
出
す
事
も
含
め
、総
合

戦
略
の
一環
と
し
て
対
応
し
た

い
。

問　

微
笑
館
へ
の
道
路
整
備
も

進
め
ら
れ
て
い
る
。道
の
駅
の

施
設
を
有
効
活
用
し
、町
の
観

光
を
Ｐ
Ｒ
す
る
拠
点
と
し
て

の
木
喰
の
里
を
構
築
す
る
考

え
は
。

副
町
長　

道
の
駅
し
も
べ
の
ベ
ス

ト
な
活
用
方
法
を
検
討
し
観

光
に
活
か
し
て
い
く
。

要
望　

確
た
る
方
向
性
と
強
い

指
導
力
で
、道
の
駅
し
も
べ
を

活
用
し
た
活
性
化
を
進
め
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

問　

総
合
戦
略
策
定
で
の
町
の

進
む
べ
き
方
向
は
。

政
策
室
長　

人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
こ
と
で
あ
る
。

問　

人
口
減
少
の
抑
制
に
対
す

る
町
長
の
考
え
は
。

町
長　

町
内
に
３
カ
所
の
イ
ン

タ
ー
を
有
す
る
中
部
横
断
道

の
開
通
と
、国
道
３
０
０
号
線

の
改
修
で
利
便
性
の
向
上
が

図
ら
れ
、通
勤
圏
が
拡
大
す

る
。同
時
に
観
光
客
の
誘
致

も
可
能
と
な
り
、総
合
戦
略

の
遂
行
に
よ
り
人
口
減
少
を

抑
制
し「
住
ん
で
よ
し
・
訪
ね

て
よ
し
・
お
ら
が
身
延
」を
目

指
す
、町
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

ベ
ス
ト
な
活
用
方
法
を
検
討
し
観
光
に
活
か
し
て
い
き
た
い

松浦　隆 議員

道
の
駅
し
も
べ
を
活
用
し
た
観
光
拠
点
の
構
築
を

道の駅しもべの
今後の集客対策

答

身
延
町
の
将
来
に
つ
い
て

の
町
長
の
考
え
は

道の駅しもべ
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問　

四
月
か
ら
始
ま
る
通
学
に

対
し
て
保
護
者
の
不
安
は
消

え
な
い
。ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の

通
学
に
補
助
席
は
使
わ
な
い

で
と
い
う
請
願
に
対
し
て
答

え
の
確
認
を
。

学
校
教
育
課
長　

で
き
る
限
り

使
わ
な
い
が
突
発
的
に
補
助

席
を
使
う
こ
と
も
あ
る
。

問　

保
護
者
の
不
安
は
補
助
席

の
安
全
性
だ
が
、そ
の
根
拠

は
。

学
校
教
育
課
長　

法
令
で
定
め

ら
れ
た
も
の
で
町
独
自
で
調

査
、検
討
な
ど
数
値
的
な
も
の

を
含
め
や
っ
て
い
な
い
。

問　

安
全
性
の
根
拠
が
な
い
の

で
あ
れ
ば
、補
助
席
は
確
実
に

使
わ
な
い
と
い
う
べ
き
だ
。

教
育
長　

基
本
的
に
オ
ー
バ
ー

し
な
い
よ
う
な
形
を
と
る
が

な
に
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
の

で
使
わ
な
い
と
は
言
え
な
い
。

問　

な
に
が
あ
っ
て
も
補
助
席
は

使
わ
な
い
よ
う
に
準
備
を
す

る
の
が
仕
事
で
は
な
い
か
。添

乗
員
の
乗
車
計
画
は
。

学
校
教
育
課
長　

開
校
後
一ヶ
月

間
は
見
守
り
、状
況
の
確
認
等

の
た
め
シ
ル
バ
ー
人
材
に
業

務
の
委
託
を
す
る
。

問　

本
町
は
常
に
自
然
災
害
の

発
生
す
る
危
険
性
が
き
わ
め

て
大
き
い
地
域
で
、広
範
囲
か

ら
通
学
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

リ
ス
ク
が
高
く
な
る
。長
時
間

の
通
学
や
災
害
で
通
行
止
め

な
ど
義
務
教
育
な
の
に
不
公

平
で
は
な
い
か
と
の
心
配
が

あ
る
。ど
う
対
処
す
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

学
校
・
保
護

者
、教
育
委
員
会
、運
行
業
者

が
連
携
し
て
対
応
す
る
。学
校

の
休
校
、始
業
時
間
を
遅
ら

す
な
ど
の
判
断
は
学
校
長
が

行
う
。

問　

国
保
税
が
高
く
て
払
う
の

が
大
変
、と
て
も
払
い
き
れ
な

い
と
い
う
声
を
聞
い
て
い
る
。

国
か
ら
の
保
険
者
支
援
金
は

い
く
ら
に
な
る
の
か

町
民
課
長　

３
４
５
７
万
８
千

円
、一
人
当
た
り
８
９
２
７
円

に
な
る
。

問　

高
す
ぎ
る
国
保
税
を
安
く

す
る
た
め
の
国
の
予
算
措
置

な
の
で
国
保
税
を
安
く
す
る

た
め
に
使
う
べ
き
だ
と
思
う

が
。

町
民
課
長　

確
か
に
本
町
の
国

保
税
は
県
下
で
も
高
い
が
医

療
費
水
準
も
高
い
。今
後
団

塊
の
世
代
が
高
年
齢
化
し
て

医
療
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
の
で
、基
盤
強
化
を
図
り
た

い
。

問　

国
保
税
を
一年
間
滞
納
す
る

と
資
格
証
明
書
が
出
さ
れ
る

が
、滞
納
者
の
実
態
の
把
握
は

き
ち
ん
と
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
民
課
長　

基
本
の
運
用
方
法

に
基
づ
い
て
や
っ
て
い
る
。病

院
に
か
か
り
た
い
人
は
町
に

相
談
に
来
て
ほ
し
い
。

問　

資
格
証
明
書
を
発
行
し
な

い
町
村
も
あ
る
。病
院
に
い
け

な
く
て
命
を
落
と
す
こ
と
が

な
い
よ
う
滞
納
者
の
生
活
実

態
を
把
握
す
べ
き
だ
。

町
民
課
長　

実
態
把
握
に
つ
い

て
は
、さ
ら
な
る
努
力
を
し
て

い
き
た
い
。

問　

リ
フ
ォ
ー
ム
を
す
る
個
人

に
工
事
費
の
一
部
を
補
助
す
る

も
の
。町
内
の
中
小
建
設
業

者
の
仕
事
お
こ
し
に
役
立
ち
、

地
域
経
済
に
大
き
な
波
及
効

果
が
あ
り
、市
川
三
郷
町
を
は

じ
め
県
内
や
全
国
的
に
も
広

が
っ
て
い
る
。

建
設
課
長　

町
の
補
助
制
度
に
、

木
造
住
宅
耐
震
化
支
援
事
業

が
あ
る
の
で
活
用
を
。

問

町
で
の
調
査
、検
討
な
ど
や
っ
て
い
な
い

渡辺　文子 議員

補
助
席
の
安
全
性
の
根
拠
は

中学校スクールバス

答

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

一 般 質 問

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を

被保険者資格証明書
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あの
どうなった！

問

答

その後

身延学童保育の登録児童数は定められた基準を超えた状況にある、子ども子育て支援事業計画
に基づき改善に務める。

平成２７年12月に大河内小学校の児童を対象とした大河内学童保育室を新設し、児童１人当た
りの専用面積を確保。

問

答

身延福祉センター内の学童保育は定員を大きく超えている、町の対策を。
（平成27年３月議会）田中一泰議員

その後

被害状況等の動向を見ながら検討する。

高齢者を狙った悪質電話による詐欺等の犯罪を未然に防止するため、自動応答録音装置等の購
入及び設置費への補助をおこなう。
補助金の額は、対象装置の購入及び取り付け工事費の２分の1で５０００円を限度とする。

振り込め詐欺防止対策のための機器の貸し出し、または購入に補助金制度を導入する考えは
（平成27年６月議会）赤池朗議員

問

答

その後

接種した人を対象に、症状や相談窓口等を周知する。

接種後の体調変化について状況把握及び相談機関に関する情報提供を目的に、子宮頸がん予防ワ
クチン被接種者３７３人を対象に体調変化や症状など１２項目について、アンケート調査を実施、そ
の結果を町のホームページに掲載している。

子宮頸がん予防ワクチン接種後の、副反応の追跡調査の考えは
（平成27年12月議会）松浦隆議員

一 般 質 問

議員の質問への当局の対応、回答はどうなってい
るのか！
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問

答

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
掲
載
事
業
は
一
〇
〇
％

過
疎
債
の
充
当
率
は

総務産業建設常任委員会

レ　ポ　ー　ト
委員長　広　島　法　明

▼
行
政
不
服
審
査
会
条
例
の
制
定

 

総
務
課
関
係

問　

行
政
処
分
に
不
服
が
あ
っ

た
と
き
の
こ
れ
ま
で
の
対
応

状
況
は
。

答　

過
去
に
一
件
の
事
例
が
あ

り
、担
当
課
で
受
付
か
ら
処

分
ま
で
行
っ
て
い
た
が
、今
後

は
条
例
制
定
に
よ
り
第
三
者

に
よ
る
審
査
を
行
う
。

問　

専
門
の
事
項
を
調
査
さ
せ

る
専
門
委
員
の
学
識
経
験
の

あ
る
者
と
は
。

答　

司
法
書
士
や
行
政
書
士
等

専
門
知
識
を
有
す
る
者
を
考

え
て
い
る
。

▼
法
務
専
門
職
員
の
任
用
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定

 

総
務
課
関
係

問　

弁
護
士
料
の
設
定
は
町
村

に
よ
っ
て
異
な
る
の
か
。

答　

各
町
村
同
じ
単
価
で
あ
る
。

▼
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定

 

総
務
課
関
係

問　

退
職
者
が
再
就
職
す
る
と

き
の
規
制
だ
が
今
ま
で
は
な

か
っ
た
の
か
。

答　

こ
れ
ま
で
は
地
方
公
務
員

法
の
守
秘
義
務
等
の
規
制
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、国
の

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
制
定

す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
で

あ
る
。

▼
職
員
給
与
条
例
等
の
一
部
改
正

 

総
務
課
関
係

問　

給
料
表
の
見
方
は
。

答　

１
級
は
主
事
、２
級
は
主

任
、３
級
は
主
査
、４
級
は
副

主
幹
、５
級
は
課
長
・
局
長
・
室

長
及
び
支
所
長
並
び
に
主
幹

で
町
長
が
規
則
で
定
め
る
職

務
、６
級
は
複
雑
困
難
な
業

務
を
掌
る
課
長
・
局
長
・
室
長

及
び
支
所
長・会
計
管
理
者
で

町
長
が
規
則
で
定
め
る
職
務

と
な
っ
て
い
る
。

▼
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画（
自

28
年
４
月
至
33
年
３
月
）

 

政
策
室
関
係

問　

前
回
の
計
画
と
の
大
き
な

変
更
点
は
。

答　

総
合
戦
略
を
策
定
し
た
の

で
、区
分
毎
の
計
画
に
追
加
記

載
し
て
あ
る
。今
後
、未
記
載

の
事
業
は
軽
微
な
変
更
と
し

て
県
へ
提
出
す
る
。

問　

前
回
計
画
の
未
整
備
事
業

は
継
続
し
て
記
載
し
て
あ
る

の
か
。

答　

未
着
手
の
も
の
や
継
続
し

て
い
る
も
の
も
、新
規
事
業
計

画
と
し
て
掲
載
し
て
あ
る
。

問　

起
債（
過
疎
債
）の
充
当
率

等
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

計
画
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
事
業
の
み
過
疎
債
を

１
０
０
％
充
当
で
き
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、元
利
償
還
金

の
70
％
が
町
へ
還
元
さ
れ
る
。

▼
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
の
指
定

 

総
務
課
関
係

問　

三
年
契
約
の
指
定
管
理
だ

が
、管
理
者
の
申
込
状
況
は
。

答　

公
募
し
た
が
、㈱
富
士
川
倶

楽
部
の
１
社
の
み
だ
っ
た
。

勤労青年センター（宮木）
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常　任　委　員　会
委員長　田　中　一　泰

問

答

身
延
町
の
住
民
で
あ
れ
ば
無
料
。

第
７
階
層
以
下
の
保
育
料
は
第
２
子
か
ら
無
料
か

 
福
祉
保
健
課
関
係

▼	

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

問　

国
か
ら
何
か
と
地
域
で
の

取
り
組
み
を
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、地
域
で
や
り
き
れ
る
の

か
。こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
町

で
チ
ェ
ッ
ク
し
き
れ
る
の
か
。

答　

条
例
に
定
め
た
基
準
等
に

基
づ
き
、適
正
に
事
業
が
運

営
さ
れ
て
い
る
か
等
を
町
が

チ
ェ
ッ
ク
す
る
体
制
を
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
。

 

子
育
て
支
援
課
関
係

▼
特
定
保
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
利
用

者
負
担
額
を
補
助
す
る
条
例
。

問　

第
７
階
層
以
下（
目
安
と
し

て
世
帯
年
収
６
４
０
万
円
未

満
）は
第
２
子
か
ら
無
料
か
。

答　

そ
の
通
り
。

問　

こ
れ
を
改
正
し
た
場
合
、町

内
で
該
当
す
る
人
数
は
何
人

か
。

答　

対
象
児
童
と
し
て
全
体
で

95
人
と
見
込
ん
で
い
る
。

問　

町
外
の
保
育
園
に
行
っ
て
い

る
園
児
も
無
料
か
。

答　

身
延
町
の
住
民
で
あ
れ
ば

第
２
子
か
ら
無
料
。

 

生
涯
学
習
課
関
係

▼
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正

問　

町
の
公
民
館
の
数
と
現
在

の
状
況
は
。

答　

集
落
公
民
館
は
合
併
時
に

１
２
９
館
あ
っ
た
が
、下
部
地

区
で
８
館
、中
富
地
区
で
１
館

が
休
館
し
て
い
る
。集
落
館
活

動
が
困
難
な
地
域
が
増
え
つ

つ
あ
る
が
、分
館
、地
区
公
民

館
が
中
心
と
な
っ
て
支
援
し

て
い
け
る
よ
う
な
体
制
づ
く

り
に
努
め
て
い
く
。

問　

集
落
公
民
館
の
地
区
ご
と

の
内
訳
は
そ
れ
ぞ
れ
何
館

か
。

答　

合
併
時
の
数
で
、下
部
が
62

館
、中
富
が
29
館
、身
延
が
38

館
で
す
。

▼
身
延
町
な
か
と
み
青
少
年
自
然

の
里
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

に
つ
い
て

問　

自
然
の
里
は
県
と
町
の
施

設
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、町
の
施
設
に
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

答　

キ
ャ
ン
プ
場
の
一
部
に
あ
る

ス
ペ
ー
ス
キ
ャ
ビ
ン
、体
育
館
、

陶
芸
工
房
、和
紙
工
房
、水
車

小
屋
、炭
焼
小
屋
が
町
の
施
設

で
あ
る
。

教育厚生常任委員会

公民館組織図
中央公民館

地区公民館 下部地区公民館 中富地区公民館 身延地区公民館

分館 下部 久那土 古関 西嶋 大須成 静川 曙 原 下山 身延 豊岡 大河内

集落公民館
24 20 7 8 3 5 6 6 12 12 6 8

51 28 38

休館等 5 5 1 1



身延町議会だより 12

問

答
活
動
期
間
後
も
身
延
町
に
定
住
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
人

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
対
象
者
は

予算審査特別委員会

特別委員会レポート
委員長　広　島　法　明

【
現
地
調
査
】

◎
私
立
保
育
園

　
・下
山
立
正
保
育
園

　
・大
野
山
保
育
園

◎
町
立
保
育
所

　
・静
川
保
育
所

　
・原
保
育
所

　
・常
葉
保
育
所

　
・久
那
土
保
育
所

▼
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

 

産
業
課
関
係

問　

あ
け
ぼ
の
大
豆
集
出
荷
・
加

工
施
設
は
曙
地
区
か
。

答　

中
富
地
区
内
で
利
便
性
の

良
い
場
所
を
検
討
し
選
定
す

る
。

 

福
祉
保
健
課
関
係

問　

予
防
費・老
人
保
健
費
の
委

託
料
を
減
額
し
て
い
る
。予
防

接
種
や
健
診
受
診
者
が
減
少

し
て
い
る
が
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

答　

過
去
数
年
の
実
績
を
考
慮

し
て
、受
診
数
の
増
加
を
期
待

し
た
予
算
と
し
て
い
る
が
、予

算
で
見
込
ん
だ
受
診
数
に
は

至
ら
ず
減
額
し
た
。

▼
27
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

 

環
境
下
水
道
課
関
係

問　

全
体
の
対
象
戸
数
と
加
入

戸
数
は
。

答　

２
月
末
現
在
で
下
部
、中

富
、帯
金
・
塩
之
沢
、角
打
・
丸

滝
、身
延
の
合
計
が
２
９
９
４

戸
中
１
９
０
９
戸
で
加
入
率

は
63
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

る
。

問　

下
水
道
使
用
料
を
上
げ
る

可
能
性
は
あ
る
か
。

答　

使
用
料
と
維
持
管
理
費
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。現
在
、下
水

道
事
業
審
議
会
で
審
議
中
で

あ
る
。

▼
28
年
度
一
般
会
計
予
算

 

下
部
支
所
関
係

問　
「
働
く
婦
人
の
家
」の
各
講

座
の
回
数
が
減
っ
て
い
る
が
、

利
用
者
の
意
見
を
吸
収
し
て
、

大
勢
の
人
が
参
加
で
き
る
よ

う
内
容
の
検
討
は
。

答　

講
師
の
高
齢
化
等
で
手
配

が
難
し
い
講
座
も
あ
る
が
、受

講
者
の
声
を
聞
き
、ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
新
し
い
講
座
を
検
討

し
て
い
く
。

 

政
策
室
関
係 

問　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」の

活
動
目
的
は
。

答　

平
成
28
年
度
か
ら
31
年
度

ま
で
毎
年
度
、３
人
ず
つ
12
人

を
受
け
入
れ
る
予
定
で
、28
年

度
は
あ
け
ぼ
の
大
豆
の
６
次

産
業
化
事
業
に
２
人
、観
光

関
係
に
１
人
を
予
定
し
て
い

る
。

問　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」の

募
集
方
法
は
。

答　

必
要
な
資
格
な
ど
を
確
認

の
う
え
募
集
要
項
を
定
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
等

を
活
用
し
、主
と
し
て
都
市
部

か
ら
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な

る
。地
域
活
性
化
が
大
き
な

役
割
だ
が
、活
動
期
間
の
３
年

間
を
経
過
後
も
身
延
町
に
定

住
し
て
も
ら
え
る
人
を
期
待

し
て
い
る
。

 

土
地
対
策
課
関
係

問　

地
籍
調
査
の
登
記
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

１
年
目
に
所
有
者
の
立
会

い
に
よ
り
境
界
線
等
を
確

認
。２
年
目
に
面
積
を
測
定

し
、地
籍
図
・
地
籍
簿
を
作
成

後
、こ
れ
ら
を
閲
覧
し
、所
有

者
の
同
意
を
得
る
。３
年
目
に

国
交
省
の
認
証
を
得
て
か
ら

法
務
局
に
送
付
し
、登
記
簿

や
公
図
に
反
映
さ
れ
る
。

 

税
務
課
関
係

問　

差
押
の
実
態
は
ど
う
か
。

答　

厳
し
く
実
施
し
て
い
る
が
、

今
は
生
活
を
脅
か
し
た
り
営

業
が
出
来
な
く
な
る
よ
う
な
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差
押
は
し
て
は
い
な
い
。し
か

し
厳
格
な
対
応
も
必
要
で
、

相
談
の
う
え
分
割
納
税
や
執

行
猶
予
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

 

生
涯
学
習
課
関
係

問　

な
か
と
み
現
代
工
芸
美
術

館
使
用
料
予
算
が
増
額
し
て

い
る
が
理
由
は
。

答　

通
常
年
４
回
企
画
展
を
実

施
し
て
い
る
が
、28
年
度
は
、

現
在
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る

「
刀
剣
展
」を
計
画
し
、集
客

増
を
図
り
た
い
。　

　
　

開
催
期
間
は
４
月
下
旬
か

ら
８
月
上
旬
ま
で
を
予
定
し

て
い
る
。

問　

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
繁
殖
地
保

護
増
殖
業
務
の
内
容
は
。

答　

身
延
山
久
遠
寺
周
辺
は
国

指
定
天
然
記
念
物
身
延
町

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
繁
殖
地
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
は
絶
滅
危
惧
種
で
町
の
鳥

に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
。こ
の

貴
重
な
鳥
を
保
護
す
る
た
め

平
成
20
年
度
か
ら
巣
箱
に
よ

る
保
護
活
動
を
実
施
し
て
い

る
が
、今
回
、国
の
補
助
事
業

を
活
用
し
て
生
息
環
境
調
査

を
計
画
し
て
い
る
。

問　

集
落
公
民
館
整
備
費
補
助

金
の
３
集
落
は
ど
こ
か
。

答　

下
部
地
区
の
酒
屋
中
島
、瀬

戸
、中
富
地
区
の
日
向
南
沢
石

畑
の
３
箇
所
で
、酒
屋
中
島
と

日
向
南
沢
石
畑
は
新
築
、瀬

戸
は
改
修
の
計
画
で
あ
る
。

 

環
境
下
水
道
課
関
係

問　

単
独
浄
化
槽
を
合
併
浄
化

槽
に
改
修
す
る
法
的
義
務
は

あ
る
か
、ま
た
、合
併
浄
化
槽

へ
の
改
修
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る

か
。

答　

法
的
義
務
は
な
い
が
、単
独

浄
化
槽
を
設
置
後
30
年
以
上

経
過
し
て
い
る
場
合
、処
理
能

力
も
低
下
し
改
修
時
期
に
き

て
い
る
。改
修
費
用
は
個
人

負
担
も
あ
り
、補
助
金
制
度
の

活
用
に
つ
い
て
広
報
等
で
の

Ｐ
Ｒ
を
検
討
す
る
。

 
観
光
課
関
係

問　

山
コ
ン
の
内
容
は
。

答　

昨
今
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
婚
活
を
併

せ
た
も
の
で
、身
延
山
の
観
光

活
用
を
促
進
す
る
た
め
一
泊
二

日
で
実
施
し
男
女
20
人
の
参

加
を
想
定
し
て
い
る
。

問　

醍
醐
山
整
備
の
周
辺
地
域

活
性
化
事
業
補
助
金
は
。

答　

町
民
提
案
予
算
で
事
業
採

択
し
た
も
の
で
、内
容
は「
醍

醐
山
を
愛
す
る
会
」が
３
年

前
か
ら
登
山
道
の
整
備
を
し

て
い
た
が
、今
回
、補
助
金
で

伐
採
、ト
イ
レ
等
の
整
備
を
行

い
学
校
行
事
や
観
光
客
等
の

利
用
を
期
待
す
る
。

 

建
設
課
関
係

問　

木
造
住
宅
耐
震
改
修
等
補

助
金
は
補
正
予
算
で
減
額
し

た
の
に
、当
初
予
算
で
同
額
計

上
し
て
い
る
の
は
。

答　

27
年
度
に
耐
震
診
断
を
実

施
し
た
８
件
の
申
請
者
の
う

ち
、設
計
・
改
修
を
行
う
人
が

出
て
く
る
場
合
を
考
え
同
額

を
計
上
し
た
。

 

学
校
教
育
課
関
係

問　

中
学
生
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は

対
外
試
合
な
ど
に
も
利
用
す

る
の
か
。

答　

対
外
試
合
な
ど
で
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
使
用
す
る
臨
時
便

と
し
て
、80
回
の
送
迎
費
用

５
６
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

る
。

問　

新
た
に
小
学
校
用
ス
ク
ー

ル
バ
ス
４
台
購
入
予
定
だ
が
、

利
用
す
る
人
数
は
。

　

補
助
席
利
用
に
つ
い
て
は
。

答　

29
年
度
の
見
込
み
で
、久
那

土
地
区
22
人
、静
川
地
区
26

人
、原
地
区
34
人
、下
部
地
区

41
人
で
あ
る
。補
助
席
は
、具

体
的
な
協
議
は
こ
れ
か
ら
だ

が
、中
学
校
と
同
じ
よ
う
な

対
応
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

問　

統
合
小
中
学
校
３
校
の

校
歌
作
成
業
務
委
託
料

６
０
０
万
円
は
金
額
か
ら
す

る
と
全
て
を
専
門
家
へ
委
託

す
る
と
い
う
こ
と
か
。

答　

児
童・生
徒
の
意
見
な
ど
も

反
映
さ
せ
な
が
ら
作
る
が
、編

曲
等
も
考
え
て
の
予
算
計
上

で
あ
る
。

▼
28
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

 

町
民
課
関
係

問　

被
保
険
者
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
希
望
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
の
か
。

答　

先
ず
は
医
師
や
薬
剤
師
に

相
談
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

問　

人
間
ド
ッ
グ
の
対
象
年
齢

を
65
歳
時
か
ら
70
歳
時
に
拡

大
し
た
が
、も
っ
と
拡
大
す
る

こ
と
は
。

答　

人
間
ド
ッ
グ
の
受
入
体
制

が
限
度
に
な
っ
て
お
り
、拡
大

す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
思
う

が
、関
係
機
関
と
協
議
し
検

討
す
る
。

問　

身
延
町
の
国
保
の
医
療
費

水
準
は
高
い
方
か
。

答　

県
下
で
も
常
に
上
位
に
あ

り
、疾
病
別
で
は
、統
合
失
調

症
、透
析
医
療
、糖
尿
病
等
が

上
位
に
あ
る
。

町の鳥　ブッポウソウ
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渡
辺
文
子
議
員

　
　

条
例
改
正
に
伴
う
対
象
者

数
と
影
響
額
は
。

　
　

特
別
職
の
町
長
、副
町
長
、

教
育
長
の
影
響
額
は
。

総
務
課
長　
一
般
職
は
対
象
者

が
１
１
８
名
。金
額
は
、人
勧

ア
ッ
プ
で
１
２
０
万
１
千
円
。

　
　

特
別
職
の
影
響
額
は
、特
別

職
手
当
と
い
う
こ
と
で
、町

長
、副
町
長
分
が
14
万
４
千

円
。教
育
長
分
は
、６
万
円
で

あ
る
。

芦
澤
健
拓
議
員

　
　

昨
年
度
の
地
方
交
付
税
に

関
し
て
は
算
定
替
え
の
結
果
、

１
億
円
く
ら
い
は
減
る
と
い

う
予
想
で
あ
っ
た
が
、そ
れ
を

含
め
て
の
43
億
８
８
１
４
万

円
と
い
う
こ
と
か
。

財
政
課
長　
地
方
交
付
税
に
つ

い
て
は
普
通
交
付
税
、特
別

交
付
税
で
、今
回
補
正
は
特

別
交
付
税
の
部
分
で
あ
る
。

芦
澤
健
拓
議
員

　
　

自
然
の
里
が
廃
止
さ
れ
る

が
、こ
の
施
設
の
撤
去
費
用
等

は
県
が
負
担
す
る
の
か
、町
が

負
担
す
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　
現
在
、県
と

町
で
協
議
を
進
め
て
い
る
が
、

県
の
施
設
に
つ
い
て
は
公
売

に
か
け
る
と
い
う
考
え
で
、町

と
し
て
は
構
成
し
て
い
た
町

の
施
設
に
つ
い
て
も
併
せ
て

公
売
し
て
く
れ
る
こ
と
を
要

望
し
て
い
る
。解
体
撤
去
と
な

れ
ば
費
用
を
補
正
予
算
へ
計

上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

深
澤
勝
議
員

　
　

保
育
所
等
入
園
祝
金
の
制

度
の
内
容
と
私
立
保
育
園
の

入
園
者
へ
の
対
応
は
。

　
　

小
学
校
統
合
に
か
か
る
指

定
制
服
等
購
入
費
補
助
金

は
。

学
校
教
育
課
長　

補
助
金
の

交
付
を
定
め
て
い
る
要
綱
の

中
に
制
服
等
と
い
う
こ
と
で
、

中
学
校
も
同
じ
だ
が
体
育
着

が
そ
れ
ぞ
れ
小
学
校
に
も
決

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
費
用

２
７
３
万
９
千
円
の
予
算
を

計
上
。

子
育
て
支
援
課
長　

保
育
所

等
入
園
祝
金
、こ
れ
は
公
立
・

私
立
を
含
め
て
新
た
に
保
育

所
に
入
園
す
る
と
き
に
園
服

等
の
費
用
が
か
か
る
と
い
う

こ
と
で
、そ
れ
ら
の
費
用
分
と

い
う
こ
と
で
１
人
に
対
し
て

１
万
５
千
円
支
給
を
す
る
も

の
。

本 会 議 質疑応答

新しい制服の新入生

▼
職
員
給
与
条
例
等
の
一
部

改
正

▼
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▼
27
年
度
身
延
町
一
般
会
計

補
正
予
算

▼
28
年
度
身
延
町
一
般
会
計

予
算
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＊ 

反
対
　
芦
澤
健
拓
議
員

　
　

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
事
業
費
交
付
金

等
は
65
歳
以
上
の
住
民
税
非

課
税
者
を
対
象
に
４
月
か
ら

６
月
ま
で
に
支
給
手
続
き
を

終
了
す
る
と
し
て
い
る
。

　
　

今
年
７
月
に
は
参
議
院
選

挙
の
執
行
が
予
定
さ
れ
る
中
、

選
挙
前
に
福
祉
給
付
金
と
し

て
一
人
３
万
円
の
支
給
は
、バ

ラ
マ
キ
と
言
わ
れ
て
も
仕
方

が
な
い
。し
か
も
臨
時
給
付

福
祉
金
で
今
回
の
み
支
給
で

あ
り
、ど
れ
だ
け
潤
う
と
い
う

の
だ
ろ
う
か
。

　
　

福
祉
向
上
に
は
継
続
的
永

続
的
な
施
策
が
必
要
で
あ

る
。

　
　

政
府
与
党
が
国
民
の
血
税

で
選
挙
対
策
を
行
う
こ
と

は
、国
民
へ
の
裏
切
り
行
為
で

あ
り
異
議
を
申
し
立
て
る
意

味
で
反
対
す
る
。

＊ 

賛
成
　
柿
島
良
行
議
員

　
　

国
の
交
付
金
で
福
祉
対
策

を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。こ

の
議
案
は
町
の
予
算
審
議
で

あ
り
国
の
予
算
処
置
に
対
し

選
挙
対
策
の
バ
ラ
マ
キ
予
算

と
の
発
言
は
的
を
得
た
議
論

で
は
な
い
と
考
え
る
。該
当
す

る
町
民
に
給
付
さ
れ
る
た
め

の
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

＊ 

賛
成
　
深
澤
勝
議
員

　
　

28
年
度
中
に
65
歳
以
上
の

該
当
者
、約
２
３
０
０
人
に
一

人
３
万
円
を
支
給
す
る
た
め

の
予
算
計
上
で
あ
り
、国
の
施

策
に
よ
り
全
国
の
各
自
治
体

で
支
給
が
見
込
ま
れ
る
中
、

身
延
町
の
該
当
者
に
支
給
し

な
い
。そ
の
よ
う
な
こ
と
は
当

然
考
え
ら
れ
な
い
。

　
　

国
の
施
策
に
沿
っ
て
３
万
円

を
交
付
す
る
予
算
は
当
然
で

あ
り
賛
成
す
る
。

＊ 

反
対
　
芦
澤
健
拓
議
員

　
　

臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
費

等
に
つ
い
て
は
議
案
第
28
号

と
同
様
の
理
由
で
国
民
と
し

て
異
議
を
申
し
上
げ
反
対
す

る
。

　
　

下
部
温
泉
郷
の
大
看
板
設

置
予
算
に
つ
い
て
は
、あ
の

場
所
に
同
じ
よ
う
な
大
看
板

を
設
置
し
て
も
効
果
が
な
い

の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え

て
い
る
。む
し
ろ
ボ
ロ
ボ
ロ
に

な
っ
た
あ
の
大
看
板
を
撤
去

し
て
下
部
温
泉
駅
前
に
立
派

な
歓
迎
看
板
を
作
る
か
旅
館

案
内
所
に
人
材
を
派
遣
し
て
、

お
客
さ
ま
満
足
を
目
指
す
ほ

う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

町
長
は
創
生
事
業
の
内
容

に
大
変
満
足
し
て
い
る
が
、私

は
満
足
で
き
る
内
容
で
は
な

い
と
思
う
。

　
　

今
年
度
は
望
月
町
長
の
２

期
８
年
間
の
最
終
年
度
と
し

て
立
派
な
予
算
に
期
待
を

寄
せ
て
い
た
が
、相
変
わ
ら

ず
「
住
ん
で
よ
し　

訪
ね
て

も
よ
し
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掛

け
声
倒
れ
の
印
象
を
免
れ
な

い
。内
容
的
に
問
題
の
あ
る
予

算
に
反
対
す
る
。

＊ 

賛
成
　
柿
島
良
行
議
員

　
　

議
案
第
28
号
補
正
予
算
の

福
祉
給
付
金
事
業
の
内
容
と

同
様
の
理
由
で
賛
成
す
る
。

　
　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略

が
策
定
さ
れ
、ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を
実
行
す
る
た
め
の
重

要
な
予
算
で
あ
る
。

　
　

町
の
創
生
を
図
る
た
め
そ

の
成
果
を
期
待
し
本
予
算
に

賛
成
す
る
。

＊ 

賛
成
　
草
間
天
議
員

　
　

看
板
が
古
く
な
り
ど
う
に

か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
地
元

か
ら
の
強
い
要
望
が
あ
り
、

町
当
局
の
努
力
に
よ
り
県
か

ら
の
補
助
金
で
新
し
く
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、賛
成
す

る
。

＊ 

賛
成
　
深
澤
勝
議
員

　
　

臨
時
福
祉
給
付
金
事
務
交

付
金
等
は
議
案
第
28
号
の
賛

成
討
論
と
同
様
の
趣
旨
で
賛

成
す
る
。

　
　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

事
業
で
は
各
種
実
態
調
査
や

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
積
極
的

に
実
施
し
28
年
度
予
算
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
、こ
の
中
で
子

育
て
支
援
に
思
い
切
っ
た
施

策
を
展
開
。保
育
園
児
か
ら

小
・
中
学
生
の
入
園
・
入
学
祝

い
金
制
度
の
導
入
、転
入
者

確
保
対
策
、地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
誘
致
に
よ
る
産
業
振

興
等
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
た

め
の
予
算
で
あ
り
賛
成
す
る
。

＊ 

賛
成
　
松
浦
隆
議
員

　
　

総
合
戦
略
及
び
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
等
４
年
を
か
け
て
一つ

ひ
と
つ
実
施
す
る
中
で
、そ
れ

ら
を
検
証
し
、そ
の
結
果
に

よ
っ
て
は
新
た
に
内
容
を
変

え
な
が
ら
町
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
か
ら
賛
成
で
あ
る
。

＊ 

反
対
　
川
口
福
三
議
員

　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
関
係
す
る

雇
用
者
の
職
場
を
失
う
。町

内
に
も
運
送
関
係
業
者
も
あ

る
。こ
れ
ら
業
者
を
除
い
て

委
託
す
る
こ
と
は
町
の
雇
用

の
場
を
失
う
と
同
時
に
委
託

料
８
４
０
０
万
円
は
町
内
企

業
を
な
ん
ら
潤
す
こ
と
は
な

い
。
車
関
連
の
事
業
所
に
メ

リ
ッ
ト
が
発
生
し
な
い
状
況

か
ら
こ
の
予
算
に
反
対
す
る
。

＊ 

賛
成
　
深
澤
勝
議
員

　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に
つ
い

て
は
、時
間
を
か
け
て
議
論
が

な
さ
れ
た
。児
童
生
徒
の
安

全
確
保
が
最
重
要
と
位
置
付

け
検
討
さ
れ
た
結
果
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。こ
の
た
め

に
信
頼
が
あ
り
環
境
の
整
っ

た
運
行
事
業
者
に
委
託
す
る

こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

　
　

町
内
の
他
の
運
行
会
社
に

お
い
て
も
環
境
が
整
っ
た
段

階
で
検
討
す
べ
き
と
申
し
上

げ
、本
予
算
に
賛
成
す
る
。

討 論
▼
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算

▼
28
年
度
一
般
会
計
予
算
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議案に対する賛否
（賛成：○・反対：×・棄権：△・欠席：欠）

赤

池

　

朗

田

中

一

泰

広

島

法

明

柿

島

良

行

芦

澤

健

拓

松

浦

　

隆

河

井

　

淳

福

與

三

郎

草

間

　

天

川

口

福

三

渡

辺

文

子

伊

藤

文

雄

深

澤

　

勝

野

島

俊

博

●条例の制定 ●
議
長
は
採
決
に
参
加
し
な
い

議案第 2号　身延町行政不服審査会条例の制定
行政不服審査会を設置するための条例制定

○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第 3号　身延町法務専門職員の任用等に関す
る条例の制定

行政不服審査法の改正に伴い、審理手続作業を行う法務
専門職員を任用するための条例制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第 4号　身延町職員の退職管理に関する条例
の制定

退職者が職員に在職時の職務に関して影響力を行使し
ないための条例制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

●条例の一部を改正する条例
議案第5号から第12号までと議案第17から第19号まで
は出席者全員賛成にて可決
（法令等の改正に伴う条例改正）

議案第13号　身延町職員給与条例等の一部を改正
する条例

人事院勧告及び山梨県人事委員会の勧告に伴う改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第14号　身延町特別職の職員で常勤のものの
給与及び旅費に関する条例の一部を
改正する条例

人事院勧告及び山梨県人事委員会の勧告に伴う改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第15号　身延町特別会計設置条例の一部を改
正する条例

身延町なかとみ青少年自然の里廃止に伴う改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第16号　身延町重度心身障害者医療費助成条
例の一部を改正する条例

山梨県の重度心身障害者医療費助成制度の見直しに伴
う改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第20号　身延町特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の利用者負担額等に
関する条例の一部を改正する条例

国の制度改正による、ひとり親と多子世帯の保育料軽
減と、町が行う多子世帯の第２子以降の保育料無料化
に伴う改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第21号　身延町公民館条例の一部を改正する
条例

公民館運営審議会設置を義務化しない

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第22号　身延町なかとみ青少年自然の里条例
を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○
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議案に対する賛否
（賛成：○・反対：×・棄権：△・欠席：欠）

赤

池

　

朗

田

中

一

泰

広

島

法

明

柿

島

良

行

芦

澤

健

拓

松

浦

　

隆

河

井

　

淳

福

與

三

郎

草

間

　

天

川

口

福

三

渡

辺

文

子

伊

藤

文

雄

深

澤

　

勝

野

島

俊

博

●その他 ●
議
長
は
採
決
に
参
加
し
な
い

議案第23号　身延町過疎地域自立促進計画（自平
成２８年４月至平成３３年３月） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第24号　山梨県市町村総合事務組合の共同処
理する事務の変更に伴う山梨県市町
村総合事務組合規約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○

議案第25号　身延町勤労青年センターの指定管理
者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第26号　身延町下部温泉会館の指定管理者の
指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第27号　下部温泉会館駐車場の指定管理者の
指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

●補正予算
議案第29号から議案第38号までの特別会計補正予算は
出席者全員賛成にて可決

議案第28号　平成２７年度身延町一般会計補正予
算（第６号） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

●当初予算
議案第48号から議案第55号までの８恩賜林保護財産区
特別会計及び議案第56号から議案第59号までの４地区
の財産区特別会計は出席者全員賛成にて可決

議案第39号　平成２８年度身延町一般会計予算
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○

議案第40号　平成２８年度身延町国民健康保険特
別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第41号　平成２８年度身延町後期高齢者医療
特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第42号　平成２８年度身延町介護保険特別会
計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第43号　平成２８年度身延町介護サービス事
業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第44号　平成２８年度身延町簡易水道事業特
別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第45号　平成２８年度身延町農業集落排水事
業等特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第46号　平成２８年度身延町下水道事業特別
会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第47号　平成２８年度身延町下部奥の湯温泉
事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○
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●研修年月日　平成28年２月２日・３日
●研　修　先　広島県尾道市
　　　　　　　尾道市民病院・公立みつぎ総合病院
●参 加 議 員　松浦、渡辺　草間　柿島、赤池
●研修参加者　辻管理者　望月副管理者,穂坂福祉健康課長
　　　　　　　朝比奈院長　若林職員　早川町飯富病院議員　計18名
●目　　　的　地域包括医療とケアシステムの構築、
　　　　　　　住民のための病院づくりについて、
　　　　　　　先進地の事例の検証。

組 合 議 会 報 告

組合議会からの提案により、
研修を実施。

飯富病院議会

●研修年月日　平成28年2月4日・5日
●研　修　先　一般財団法人岐阜県市町村行政情報センター
●参 加 議 員　芦澤・広島
●目　　　的　同センターの構成・規模と共同運用されている
　　　　　　　住民情報系・内部情報系システムの状況など
●研修参加者　久保峡南広域行政組合代表理事・志村副代表理事
　　　　　　　小林議長以下議員10名・計算センター所長
　　　　　　　・事務局3名の計16名。
●説　明　者　理事長・事務局長・公共システム研究所事業統括監
　　　　　　　経営企画課事業統括監　計4名

［センターの構成・規模］
１．同センターは、岐阜県及び県内42市町村からの出

しゅつえんきん

損金（出資金）により、36市町村の170万人にサービスを
提供している。（岐阜市・多治見市は、ＩＤＣインターネットデータセンターのハウジングを利用し、独自に
サービスを提供している。）

２．センターの事務所は、本所（岐阜市）のほか、公共システム研究所（大垣市）、飛騨事務所（高山市）、東濃事務
所（多治見市）に設置している。

３．施設・設備は、すべて当センターが直接保有しているか、借用しているもので、事務室等のほかに、県内の
ＩＤＣを借り受けてクラウドサービス用のサーバ等を整備している。

４．大量印刷等の受託処理を行うために、高速プリンタ（４台）及び二次加工用機器（カッター）を整備している。
５．センターは独立採算制で、平成２６年度の決算収入額は４２億２２１２万円で、収支差額は
１９億９６００万円、職員数１１９人である。

以上

峡南広域行政組合

公立みつぎ総合病院
介護老人保健施設の視察

公立みつぎ総合病院のパンフレット

岐阜県市町村行政情報センター
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★表紙について（№ 45 －ｐ 1）

・沢山の老若男女が身延山に初詣
でする写真に私も平和を祈るば
かりです。

★町民と議員との懇談会
（№ 45 －ｐ 2 ～ 4）

・町民の出席が少ないように思い
ます。開催の曜日・時間等検討
の余地有と感じます。
・モニター２年間を通じて各地区
の方々の考え方や視点がいつも
同じだと思いました。「他を廃し
て自らを」と被害者意識には賛
成できません。

★追跡（№ 45 －ｐ 17）

・新校舎建設促進検討委員会が協
議検討していることがわかり安
心した。広報モニターの質問に
回答があり嬉しく思った。

★質疑応答
（№ 45 －ｐ 6）

・防火水槽３基の建設はしなくて
も良いのでしょうか。
・補助金の減額が現実となった。
事業に支障をきたす事態だ。

★委員会レポート（№ 45 －ｐ 14 ～ 15）

・海外診療が国保から支払われることもあることを知り良かったと思う。
・青少年自然の里閉鎖後の活用は町や個人では難しいと思う。

★町政全般についての意見、要望等
・「身延町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・創生総合戦略」概要が配布されました。詳細はHPをご覧
くださいとありますが、町民の何％がHPを開けるのでしょうか。
・２月１４日付、山梨日日新聞に、身延高校が山梨県立大学との連携授業で地域活性化について学び、成果
を発表とありました。地域を知り、町の魅力を発信する「振興策　若者が町の広告塔に」を読んで高校生
の力に期待しました。是非、議会も出前講座で学んでもらったり、傍聴に足を運んでもらいたいです。知
る機会、考える機会が必要です。

★議会広報モニター
フォトリーダー募集のお知らせ

（№ 45 －ｐ 18）

・幅広い年齢層の方々に、町政
や議会に関心を持ってもらう
ことが必要。疲弊していくば
かりの町の実態に関心を持っ
てもらいたい。

★モニター通信（№ 45 －ｐ 19）

・モニターとして委嘱されたか
らには議会だよりを厳しい目で
チェックする。自分の意見が絶
対ではないことは承知している
が、通信欄であらためて他の意
見や批評を見て十人十色だな
と納得している。

★おじゃまします
（№ 45 －ｐ 20）

・お年寄りの皆さんの笑顔がい
いですね。曜日が固定され習
慣化されていくと、生活のリ
ズムが確立して健康寿命の延
長につながると思います。
・我々の地区でも福祉会が中心
になり、毎週公民館で実施さ
れています。家に閉じこもり
がちな人たちのためにも良い
ことだと思います。

★討論（№ 45 －ｐ 7）

・議案内容がよくわからない
・スクールバスの件でいろいろ討論されていますが、要はバスが安全に
運行され、保護者や子ども達に不便や不安を与えないようにしなけれ
ばならないと思います。

★議案に対する賛否（№ 45 －ｐ 16）

・賛否が分かれた議案が７ページに載っているので連動した方が良い。

★一般質問（№ 45 －ｐ 8 ～ 13）

・公営住宅長寿命化計画とはどんな事なのか。昨年はあけぼの大豆での
地域活性化を感じた。大豆健康食として加工品等、通年産業になるこ
とを期待します。
・地域活性化に向け、町が協議会のコーディネーターとして役割を発揮
するのはありがたい。併せて観光に結び付けると良いと思う。
・予防接種費用の自己負担は少ないほど良いが、限りある財政の中で定
住促進に力を入れてほしい。

・有事の際の対応に不安を感じている。赤十字奉仕団や災害ボランティ
アの整備を急いでもらいたい。何より、町民ひとりひとりの自分たちで
守るという意識改革が必要だと思う。
・芦澤議員の質問の中で「その他の質問」が何項目か記載されていますが、
回答が記載されていない。大事な質問だと思いますので、次回からは
記載してほしいと思います。

★町長行政報告
（№ 45 －ｐ 5）

・「＊他に話されたこと」
とあるが、町長の発言に
ついては２ページ使用し
ても良いのではないか。
質問や回答であれば要約
しても理解できると思う
が、町長の考えは全体像
を知りたいと思います。

モニター通信
（議会だより№45の意見・感想等）

議会広報モニターの皆様のご意見・
ご感想等を要約したものです。

貴重なご意見等を参考に、町民の皆様
の「心に伝わる」議会だよりを

目指します。
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　この紙面「　　　　　　　」のコーナーに登場していただける
団体（愛好会、スポ少・サークル等）を募集します。
　日頃の活動を町民のみなさんに紹介してください。

①団体名　②活動内容、活動日　③代表者名　④代表者連絡先
①～④までを下記のいずれかの方法（電話・FAX・メール）で応募し
てください。

（応募が多い場合は、順次紹介させていただきます。）

【応募先】
①電話：0556-42-4807　議会事務局
②FAX：0556-42-2127　議会事務局あて
③メールアドレス：gikai@town.minobu.lg.jp

醍醐山を愛する会

醍醐山を愛する会
ホームページ・フェイスブック

「醍醐山と下部温泉」で検索！！

問い合わせ先　「醍醐山を愛する会」
　　　　　　　　事務局　　磯野

電話　0556-36-1511

6月定例会は、6月上旬から
中旬を予定しています。

日程等は決定次第、ホーム
ページ等でお知らせします。

問い合わせ先　議会事務局

議会の傍聴に
お出かけください

友だち・ご近所・
サークル仲間の皆様
（おひとりでも大歓迎）

　

醍
醐
山
を
愛
す
る
会
の
活
動
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま

し
た
。

　

醍
醐
山
を
愛
す
る
会
は
平
成
24
年
に
地
域
活
性
化

の
一
助
を
目
的
に
発
足
し
、
現
在
約
１
９
０
人
の
会

員
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

発
足
よ
り
盛
り
沢
山
の
活
動
を
行
い
、
当
初
は
荒

れ
果
て
て
忘
れ
ら
れ
た
登
山
道
が
現
在
で
は
県
外
か

ら
も
登
山
者
が
来
訪
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
登
山
道
の
途
中
に
あ
る
今
は
無
人
と

な
っ
た
大
子
集
落
へ
の
ジ
ャ
ー
マ
ン
ア
イ
リ
ス
の
植

栽
や
登
山
道
の
補
修
整
備
、
距
離
の
計
測
と
い
っ
た

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
テ
キ
パ
キ
と
そ
れ
ぞ
れ
作
業
に
取
り
組
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
随
時
情
報

を
発
信
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
平
成
28
年
度
も
数
多

く
の
活
動
を
予
定
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
の
で
是
非

ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

〒409-3392 山梨県南巨摩郡身延町切石350
URL:http//www.town.minobu.lg.jp/議会だより みのぶ№46 TEL 0556-42-2111（代表）

FAX 0556-42-2127
◇発行責任者：議長　野島 俊博


